
ニ
ッ
ポ
ン
発
二
一
世
紀
オ
リ
ジ
ナ
ル 

～
鉱
脈
と
し
て
の
日
本
長
寿
社
会
～    

堀 

亜
起
良 

 

元
『
知
恵
蔵
』
編
集
長 

堀
内
正
範  

 

 

は
じ
め
に 

１ 

世
界
の
宝
石
鉱
脈
と
し
て
の
日
本 

 

第
一
章 

日
本
初
出
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
人
生 

Ⅰ
 

華
麗
な
加
齢
は
だ
れ
の
も
の 

４ 

 

加
齢
が
価
値
で
あ
り
つ
づ
け
る
人
生
＊
東
洋
の
哲
学
で
は
「生
命
体
」が
存
在
原
理 

「
が
ん
ば
ら
な
い
」
と
「
が
ん
ば
る
」
と 

＊
「老
人
力
」と
「丈
人
力
」を
交
々
に 

「
人
生
六
五
年
」
か
ら
「
人
生
九
〇
年
」
へ 

＊
「引
退
余
生
」で
な
く
「現
役
長
生
」で 

「
体
・
志
・
行
」
が
ケ
ア
三
元
カ
テ
ゴ
リ
ー 

＊
家
庭
内
「雑
事
」で
健
康
寿
命
を
延
伸 

Ⅱ
 

「
三
世
代
平
等
型
」
長
寿
人
生 

２
４ 

「
Ｇ
型
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
」 

＊ 

「三
世
代
」を
平
等
に
位
置
づ
け
る 

成
長
・
成
熟
・
円
熟
の
二
五
年
三
期
を
体
感 

＊
高
齢
後
期
か
ら
は
「フ
レ
イ
ル
」に
注
意 

「
賀
寿
期
五
歳
層
」
は
八
ス
テ
ー
ジ 

＊
仲
間
と
と
も
に
「賀
寿
期
」を
過
ご
す 



 

第
二
章 

モ
ノ
語
り
す
る
マ
イ
ホ
ー
ム 

 
 

Ⅰ
 

マ
イ
ホ
ー
ム
に
「
Ｍ
Ｙ
・
・
」
が
な
い 

３
７ 

団
塊
パ
パ
と
マ
マ
の
憂
欝 

＊
ア
ノ
人
と
か
ヒ
カ
ラ
ビ
て
る
人
と
か
い
わ
れ
て 

「
ヒ
ッ
ペ
ガ
シ
娘
」
ｖ
ｓ
「
ツ
カ
エ
ナ
イ
親
父
」
＊
総
理
は
女
性
と
若
者
に
肩
入
れ 

家
庭
内
ホ
ー
ム
レ
ス
の
予
感 

 

＊
ど
う
す
る
家
庭
内
孤
立
パ
パ 

Ⅱ
 

わ
た
し
の
モ
ノ
の
存
在
感 

４
８ 

マ
ド
ギ
ワ
に
「
Ｍ
Ｙ
・
チ
ェ
ア
」
を
据
え
る 

＊
即
座
の
効
用
は
不
在
時
の
存
在
感 

わ
た
し
の
モ
ノ
同
士
の
モ
ノ
語
り 

＊
専
用
品
を
結
ぶ
暮
ら
し
ネ
ッ
ト 

「
四
季
カ
レ
ン
ダ
ー
」
と
「
床
の
間
春
秋
」
＊
「季
節
感
」を
活
か
す
和
風
回
帰 

一
日
の
課
題
を
「
八
方
時
刻
」
に
振
り
分
け
る 

＊
三
時
間
ご
と
に
一
課
題 

Ⅲ
 

 

「暮
ら
し
の
知
恵
」を
次
世
代
に
伝
え
る 

 

６
２ 

「
実
家
依
存
症
」
と
い
わ
れ
て
も 

＊
Ｍ
字
型
で
な
く
真
一
文
字
型
の
女
性
就
労 

「
三
同
同
（
三
世
代
同
等
同
居
）
型
」
住
宅 
＊
メ
ー
カ
ー
が
高
齢
化
対
応
で
配
慮
比
べ 

暮
ら
し
の
知
恵
を
次
世
代
に
伝
え
る 

＊
「ジ
ー
ジ
」を
自
慢
す
る
ジ
ュ
ニ
ア 

 

第
三
章 

高
い
感
性
に
応
え
る
モ
ノ
づ
く
り 

Ⅰ
 
 

「M
A
D
E 

I
N
 
J
A
P
AN

」
の
ゆ
く
え 

７
１ 

「
サ
ン
パ
ク
以
後
（
三
八
九
一
五
）」
は
片
下
が
り 

＊
高
齢
者
に
内
在
す
る
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン 

九
割
中
流
と
い
う
「
近
似
大
同
社
会
」
を
実
現 

＊
職
場
に
息
づ
く
品
質
（モ
ノ
）と
品
格
（ヒ
ト
） 

「M
A
D
E
  I

N
  
J
A
P
A
N

」
の
ゆ
く
え 

 

＊
丈
夫
で
長
持
ち
す
る
中
級
品
に
評
価 



Ⅱ
 
 

途
上
国
産
の
日
用
品
に
囲
ま
れ
て 

７
９ 

 

ア
ジ
ア
開
化
で
「
途
上
国
産
品
」
が
ニ
ッ
ポ
ン
乱
入 

＊
「ア
ジ
ア
の
共
生
」（モ
ノ
の
豊
か
さ
）を
実
感 

家
庭
に
「
百
均
グ
ッ
ズ
」
・
職
場
に
「
非
正
規
社
員
」 

＊
途
上
国
日
本
化
に
よ
る
日
本
途
上
国
化 

途
上
国
製
品
が
安
価
粗
悪
を
脱
す
る
と
き 

＊
￢
足
踏
み
」し
て
い
た
熟
練
技
術
者
が
動
く 

Ⅲ
 

 

頼
れ
る
優
良
国
産
品
が
再
登
場 

８
７ 

や
や
高
安
心
の
優
良
国
産
品
が
再
登
場 

＊
生
産
現
場
よ
り
流
通
か
ら
対
応 

「
成
熟
＋
円
熟
」
商
品
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
拡
大 

＊
ア
メ
リ
カ
型
「成
果
主
義
」の
成
果
は
限
定
的 

日
本
型
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
活
路 

＊
「新
・終
身
雇
用
」と
「新
・年
功
序
列
」 

「
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｔ
型
会
議
」
で
一
品
三
種
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト 

＊
製
品
に
「和
の
絆
」を
組
み
込
む 

Ⅳ
 

「
新
地
産
ブ
ラ
ン
ド
品
」
で
全
国
制
覇 

１
０
２ 

「
地
域
特
性
」
が
息
づ
く
ま
ち 
＊
み
ん
な
で
つ
く
る
「新
地
域
特
産
品
」 

全
国
版
「
地
産
ブ
ラ
ン
ド
品
」
を
競
い
合
う 

＊
「農
業
六
次
化
」と
ご
当
地
グ
ル
メ 

三
世
代
の
意
欲
的
企
画
の
合
流
点 

＊
「三
世
代
ふ
れ
あ
い
館
」な
ん
て
い
い
ね 

 

第
四
章 

三
世
代
四
季
型
ま
ち
づ
く
り 

Ⅰ
 
 

ひ
と
と
き
を
憩
う
中
心
街 

１
１
２ 

夜
は
コ
ン
ビ
ニ
の
明
か
り
が
頼
り 

＊
商
店
街
は
「モ
ノ
と
暮
ら
し
の
情
報
源
」 

 

「
歩
行
生
活
圏
」
と
「
車
行
生
活
圏
」 

＊
中
心
街
に
集
う
高
齢
者
と
子
ど
も 

「
三
世
代
四
季
型
中
心
街
」
で
ひ
と
と
き
を
憩
う 

＊
日
課
と
し
て
の
「買
い
物
＋
遊
歩
」 

Ⅱ
  

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す 

１
２
２ 

現
風
景
に
「
ふ
る
さ
と
原
風
景
」
を
重
ね
る 

＊
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
人
び
と
の
願
い 



「
ニ
シ
キ
族
」
よ
り
「
キ
キ
ョ
ウ
族
」 

＊
孫
と
暮
ら
せ
る
「ふ
る
さ
と
創
生
住
宅
」  

横
並
び
の
均
衡
、
横
比
べ
の
特
性 

＊
「国
土
均
衡
」に
「地
方
特
性
」を
上
乗
せ 

わ
が
ま
ち
独
自
の
「
地
域
助
け
合
い
」 

＊
「地
域
協
議
体
」が
活
動
の
中
心
拠
点
に 

 

Ⅲ
  

友
人
＋
生
き
が
い
＋
ま
ち
づ
く
り 

１
３
６ 

明
治
・
昭
和
「
大
合
併
」
で
は
人
材
養
成 

＊
「村
立
尋
常
小
学
校
」と
「町
立
新
制
中
学
校
」 

「
市
立
（
公
立
）
生
涯
大
学
校
」
の
新
設 

＊
地
域
が
求
め
る
高
齢
人
材
を
養
成 

生
涯
の
友
と
学
ぶ
地
域
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム 

＊
ま
ち
づ
く
り
に
知
識
・技
術
を
活
か
す 

 

第
五
章 

九
割
中
流
か
ら
「
失
わ
れ
た
二
〇
年
」 

Ⅰ
 

「
失
わ
れ
た
二
〇
年
」 
１
４
５ 

高
齢
社
会
対
策
の
「
基
本
法
」「
大
綱
」
か
ら
二
〇
年 

＊
二
〇
年
の
「迷
路
」か
ら
の
脱
出
口 

高
齢
者
は
す
べ
て
「
社
会
の
被
扶
養
者
」
か 

＊
み
ん
な
で
渡
っ
た
「霞
が
関
の
赤
信
号
」 

九
割
中
流
か
ら
の
急
転
直
下 

＊
「老
後
破
産
」と
「下
流
老
人
」 

Ⅱ
 

高
齢
社
会
対
策
担
当
大
臣
に
責
任 

１
６
０ 

意
識
や
し
く
み
を
変
え
る
対
策
が
延
滞 

＊
事
業
延
滞
の
責
任
者
さ
が
し 

二
〇
一
二
年
に
「
大
綱
」
を
改
定 

＊
知
ら
さ
れ
な
い
高
齢
者 

歴
代
の
「
対
策
担
当
大
臣
」
へ
の
要
請 

＊
内
閣
府
に
専
任
の
担
当
大
臣
を
置
く 

Ⅲ
 

広
が
っ
た
亀
裂
・
格
差
を
ど
う
す
る 

１
７
１ 

「
犍
陀
多
（
カ
ン
ダ
タ
）
」
の
話 

 

＊
ま
た
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
て 

「
非
を
飾
る
」
若
者
た
ち 

＊
「時
代
に
関
わ
ら
な
い
」と
い
う
高
齢
者 

Ｉ
Ｔ
化
と
「
デ
ジ
タ
ル
・
デ
バ
イ
ド
」 

＊
ス
マ
ホ
娘
は
Ｉ
Ｔ
オ
ン
チ
親
父
を
蔑
視 



現
役
中
年
に
は
に
ぶ
い
賃
金
上
昇 

＊
世
代
間
に
亀
裂
が
広
が
る 

Ⅳ
 

高
齢
者
間
に
み
る
較
差 

１
８
６ 

か
つ
て
功
い
ま
は
罪
の
「
急
流
勇
退
」 

＊
「隠
退
」で
知
識
・技
術
を
持
ち
去
る 

「
隠
退
ウ
ー
ピ
ー
ズ
」
と
し
て 

＊
「一
陽
来
福
」型
の
高
齢
者
層 

「
ほ
ど
ほ
ど
の
赤
字
人
生
」
が
男
の
美
学 

＊
「先
憂
後
楽
」型
の
高
齢
者
層 

「
貯
蓄
ゼ
ロ
の
日
」
へ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン 

＊
「戦
々
兢
々
」型
の
高
齢
者
像 

Ⅴ
 

大
正
生
ま
れ
の
人
び
と
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
（
賛
辞
） 

２
０
０ 

か
あ
さ
ん
は
許
さ
な
い 
＊
「亜
流
歴
史
劇
」再
演
プ
ロ
ロ
ー
グ 

「
良
妻
賢
母
」
に
育
て
ら
れ
て 

＊
大
正
生
ま
れ
の
母
た
ち
の
人
生 

大
正
生
ま
れ
の
人
び
と
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
（
賛
辞
）
＊
働
き
づ
め
に
働
い
た
人
び
と
の
本
音 

 

第
六
章 

ニ
ッ
ポ
ン
発
二
一
世
紀
オ
リ
ジ
ナ
ル 

Ⅰ
 

「
日
本
長
寿
社
会
」
の
達
成
へ 

２
１
４ 

「
高
齢
社
会
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
を
掲
げ
る 
＊
各
界
の
構
想
力
を
集
め
て 

「
平
和
団
塊
」
が
長
寿
社
会
を
体
現 

＊
「平
和
団
塊
」の
み
な
さ
ん
の
横
顔 

世
界
ト
ッ
プ
で
「
三
世
代
平
等
社
会
」
を
達
成
へ 

＊
す
べ
て
の
世
代
が
等
し
く
参
加 

Ⅱ
 

あ
た
た
か
な
「
地
域
生
活
圏
」
の
形
成 

２
３
０ 

地
域
の
歴
史
を
つ
く
る
劇
的
な
実
感 

＊
高
齢
化
率
二
一
％
か
ら
は
「長
寿
社
会
」 

さ
ま
ざ
ま
な
高
齢
社
会
構
想 

＊
「環
境
未
来
都
市
」「環
境
モ
デ
ル
都
市
」（内
閣
府
） 

＊
「
高
齢
社
会
領
域
１
５
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｘ
） 

＊
プ
ラ
チ
ナ
大
賞
」（
プ
ラ
チ
ナ
構
想
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
） 



「
高
齢
社
会
活
動
」
の
現
場
か
ら
の
発
言 

Ⅲ
 
 

国
際
人
と
し
て
の
多
重
性 

２
５
１ 

国
民
性
と
し
て
の
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
」 

＊
自
然
に
あ
ふ
れ
出
る
「お
も
て
な
し
」の
心 

外
国
人
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
接
客
法 

＊
領
土
小
国
を
四
倍
に
見
せ
る
法 

「
ロ
ー
カ
ル
街
着
」
の
国
際
性 

＊
反
洋
装
パ
リ
コ
レ
の
和
装
ト
ー
コ
レ 

「
１
９
９
９
国
際
高
齢
者
年
」
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

＊
国
連
「高
齢
者
五
原
則
」が
指
針 

Ⅳ
 

不
戦
不
争
の
灯
か
り
を
伝
え
て 

２
６
４ 

「
戦
後
七
○
年
目
」
の
八
月
の
心 

＊
命
を
い
う
女
性
と
戦
場
を
い
う
男
た
ち 

不
戦
不
争
の
灯
か
り
を
伝
え
て 

＊
「日
本
国
憲
法
一
〇
〇
年
」を
国
際
的
に
祝
う 

「
ノ
ウ
サ
ギ
平
和
主
義
」 

＊
国
際
平
和
会
議
と
「第
三
回
Ｗ
Ａ
Ａ
会
議
」の
招
致 

Ⅴ
 

「
寿
終
正
寝
」
（
天
寿
）
を
全
う
す
る 

 

２
７
７ 

「
人
生
の
達
人
」
と
し
て
の
八
面
玲
瓏 
＊
「名
人
」と
「達
人
」と
の
違
い 

高
齢
意
識
は
未
熟
か
半
熟
の
ま
ま 

＊
「フ
レ
イ
ル
以
前
以
後
」の
社
会
参
加 

「
寿
終
正
寝
」（
天
寿
）
を
全
う
す
る 

＊
「自
己
実
現
」と
円
熟
エ
ン
デ
ィ
ン
グ 

 

お
わ
り
に 

２
９
０ 

二
○
○
○
年
の
歴
史
遡
行
の
旅 

＊
洛
陽
で
得
た
ふ
た
つ
の
自
己
目
標 

赤
い
兎
の
目
と
戦
争
の
記
憶 

＊
灯
火
管
制
の
下
で
・
・ 

 

２
９
６ 

止 


